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はじめに 

[1] 事業実施の基本方針 
本事業では、キャッシュレス・ビジョンで示された店舗側と消費者側の双方におけるキャッシ

ュレスに対する理解と知識向上のための「啓発活動」と、キャッシュレスツールの「インセンティ

ブ措置の検討」を両輪で検討することを、事業実施の基本方針とした。 
本事業の内容として、「啓発活動」に関して「（1）中小・小規模事業者におけるキャッシュレス

環境と利用促進の啓発活動（第 1 章）」と「（2）消費者向け啓発活動（第 2 章）」、「インセンティブ

措置の検討」に関して「（3）キャッシュレスツールの活用に関わる消費者行動の分析と打開策の提

案」を行った。上記を取りまとめて、「成果報告書（以下、本資料とする）」を作成した。（図表 1） 
 

図表 1 事業実施の方針 
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[2] 業務内容の全体像 
本事業の業務内容は、仕様書記載事項に従い以下とした。（図表 2） 
 

図表 2 本事業の業務内容の全体像 
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1 中小・小規模事業者におけるキャッシュレス環境整備と利用促進の啓発活動 

「（１）中小・小規模事業者おけるキャッシュレス環境整備と利用促進の啓発活動」における

成果物を作成するにあたり、これからキャッシュレス導入を行う中小・小規模事業者の不安を

解消し、導入を後押しするコンテンツとなるよう、下記の観点で既にキャッシュレスツールの

導入が進んでいる事業者に対してヒアリングを行った。（図表 3） 
 

図表 3 事業者ヒアリング概要 

 
 

ヒアリング候補先は、啓発対象である中小・小規模事業者の皆様がご自身の事業に引き寄せ

て捕らえていただきやすいように、可能な限り業種の幅を広げた。また、事業者のキャッシュ

レス支援を支える自治体や商店街組合などもヒアリングの対象に含め、地域単位でのキャッシ

ュレスの取り組みの成功モデルを事例集に取り纏めを行っている。（図表 4、図表 5） 

図表 4 ヒアリング先一覧（自治体・商店街組合） 

 
（2018 年 12 月時点） 
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図表 5 ヒアリング先一覧（事業者） 

 

（2018 年 12 月時点） 
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なお、ヒアリングの結果、いくつかの事例からキャッシュレス導入の普及への課題の声が確

認できた。（図表 6） 
 

図表 6 キャッシュレス導入の普及への課題 
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2 現在キャッシュレスツールを利用していない消費者向けの啓発活動 

「（２） 現在キャッシュレスツールを利用していない消費者向けの啓発活動」における成果

物を作成するにあたり、利用向上に繋がる情報提供について消費者心理を深堀するために、キ

ャッシュレスに対して不安を持つもしくは興味・関心が薄い消費者に対してインタビューを実

施した。（図表 7） 
 

図表 7 消費者インタビュー概要 
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図表 8 インタビュー項目一覧 

 
 

 

＃ 質問項目
1 今日電車で来ましたか？
2 どのくらいの頻度で電車・バスに乗る機会がありますか？
3 電車に乗る時、何を使いますか？
4 Suica、PASMOへのチャージは現金ですか？オートチャージにしていますか？また、チャージの頻度はどのくらいですか？1回にどのくらいチャージしますか？
5 切符よりも、SuicaやPASMOの方が安くても切符を使い続けますか？
6 Suica、PASMOを使い始めたきかっけは何でしたか？
7 クルマは乗りますか？（ご家族含め）
8 高速道路を利用する際は、ETCレーンを利用しますか？
9 ETCレーンを利用する理由はなんですか？きっかけは何でしたか？

10 いつもどのくらいの現金を持ち歩いていますか？
11 どのくらいの頻度でお金をおろしにいきますか？
12 お金をおろすのは、銀行にいきますか？ATMにいきますか？それともコンビニに行きますか？
13 よく行くATMはどのくらいの距離にあるか？
14 手数料は気になりますか？
15 銀行やATMが混雑していて、諦めたことはありますか？
16 銀行の残高はどのようにして把握していますか？
17 銀行口座はいくつお持ちですか？用途の使い分けはありますか？
18 レジでお金が足りるか不安になったことや、実際におサイフを忘れたりお金が足りなくて買い物を諦めたりしたことはありますか？
19 小銭が溜まって困ることはありませんか？どこで使い切りますか？

20 日頃よくお支払する場所を教えてください。（利用シーンは別シート）
※アンケートで既に回答済だが、改めて聞いてみる

21 良くご利用されるスーパーはどこになりますか？
22 良くご利用されるドラッグストアはどこになりますか？
23 良く支払いする場所では、キャッシュレスツールは使えますか？
24 公共料金やスポーツクラブ等の毎月お支払する類のものについて、どのようなものをどのような支払い手段を使っているのか教えてください。
25 現金を使うときに不便だと思うときはありますか？（お釣りのやり取り等）

26
家計のお金について教えてください。
誰の収入をいつのタイミングでどのくらいの金額をどういった方法で受け渡ししていますか？
※金額については、アンケートで回答済

27 家計管理しているもの以外に、個人で使えるお金はありますか？何の目的の支出が多いでしょうか？
※アンケートで既に回答済

28 家計の管理の方法は何をお使いでしょうか？（右の項目はアンケートでの回答項目）
※アンケートで既に回答済だが、改めて聞いてみる

29 家計簿管理アプリの存在を知っていますか？
知っているけれども使わない理由は何ですか？

30 キャッシュレスツールを使った際に、レシートにバリューの残高が書いてある方が良いですか？
残高情報の他にどのような情報があると嬉しいですか？

31 スマートフォンはお持ちですか？
32 スマートフォンの主な利用目的は何ですか？
33 SNSはご利用になられますか？
34 「キャッシュレス」という言葉を知っていますか？

35 「キャッシュレス」という言葉を聞いて思い浮かぶ言葉はありますか？
※マイナスなイメージばかりでてきたとき、プラスのイメージは持ちにくいのか聞いてみる（便利、先進的など）

36 キャッシュレスの種類ってどんなものがあるかご存知ですか？
37 海外に行くことはありますか？どこの国ですか？
38 海外に行く際に、両替していきますか？
39 両替する時に、困ることはありますか？
40 海外での支払い時に困ったことはありますか？

41 中国では、QRコードをスマートフォンで読み込んで決済・送金を行う仕組みが一般的になってきているのをご存知ですか？
※写真を見てもらう

42 QRコードでの決済・送金を試したいと思いますか？
43 LINE Pay、PayPay、Origami等のスマートフォン決済はご存知ですか？
44 日本もキャッシュレス社会になって欲しいと思いますか？

45 ECサイトでの買い物はするか？ECでのお買い物で支払はなにで行っていますか？
代引きや、銀行振り込みでは手数料がかかりますが、それでも使い続けますか？

46 何故現金を使うのでしょうか？
47 どういう状況になれば、現金以外の手段を使いますか？
48 コンビニでの支払いは何を使いますか？※Suica等を持っていても使わないのはなぜですか？

49 ポイントカードはご利用されていますか？
どこのポイントカードをお持ちかも教えてください。

50 ポイントカードを持っている場合、現金支払ではなくキャッシュレスツールで支払ってもポイントがたまる場合があるが、それでも現金がいい理由はなぜでしょうか。

51 誰かに奨められたら、キャッシュレスツールを受け入れますか？
それはどのような関係の方ですか？

52 過去にクレジットカードや電子マネーを使って、いやな思いをしたことがありますか？
53 使いすぎないように、週単位や月単位で決まった額しか利用できないように設定できるなら使いますか？
54 10万円を現金で支給されるか、12万円を電子マネーで支給されるか2択の場合、どちらを選択しますか？
55 現金で買うと消費税が10％、クレジットカードや電子マネーで買うと消費税が8％の場合、どちらを選択しますか？
56 お札にウイルスが付着している可能性がありますが、それでも現金を使い続けますか？
57 政府がキャッシュレス推進に向けて還元施策を検討しているニュースはご存知ですか？
58 震災等で失う可能性があっても、タンス預金をしますか？
59 全てのバリュー（お金）が電子マネーなどのキャッシュレスツールにチャージされるとなった場合、どのようにお感じになりますか？
60 行列しているレジと、すいているキャッシュレス専用レジがあったらどちらを選びますか？
61 一万円札が無くなったらどうしますか？
62 10円玉が無くなったらどうしますか？（お釣りがでない）

利用経験

インセンティブ／
ディスインセンティブ
その他

カテゴリ
状況把握 電車

自動車

銀行、ATM

お買い物

その他お支払シー
ンについて

家計管理

通信手段

心理 認知
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3 キャッシュレスツールの活用に関わる消費者行動の分析と打開策提案 

本章では、消費者がキャッシュレスツールを利用しない真因を分析し、消費者のキャッシュ

レスツールの利用を促進するための具体的な打開策を提案する。 
 
アプローチ方法としては、「消費者アンケート調査（3.1）」および「キャッシュレスツールの

活用が消費行動に与える影響調査（3.2）」の結果を活用して、キャッシュレスツールを利用する

にあたって障害になっている要因を導出した。それを踏まえて、消費者のキャッシュレスツー

ルの利用を促進するための具体的な打開策について検討した。（図表 9） 
 

図表 9 アプローチ全体像 

 

 

(1) キャッシュレスツールを利用するにあたって障害になっている要因分析 
消費者アンケート調査およびキャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響調査

からキャッシュレスツールの利用実態から、キャッシュレスツールを利用しない真因につい

て分析した。キャッシュレス利用の障害要因として、“知らず”（≒認知要因）、“持たず・使

わず”（≒心理要因）、“使えず”（≒習慣要因・環境要因）の観点で整理した。（図表 10） 
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図表 10 キャッシュレス関連サービスの継続利用までの流れとキャッシュレス利用の障害要因 

 
 

(2) キャッシュレスツールの利用を促進するための具体的な打開策の導出 
キャッシュレス利用の障害要因および利用要因を網羅的に洗い出し、その結果を踏まえて、

各要因を解決するため打開策について検討を行った。（図表 11） 
 

図表 11 要因分析から施策導出までの流れ 
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3.1 消費者アンケート調査 

消費者アンケート調査では、全国 15 歳以上を対象にした 2 万人規模のインターネット調査

を実施した。（図表 12） 

図表 12 消費者アンケート調査の調査概要 

 
 

調査項目として、「属性」、「認知」、「保有」、「利用」のほか、「個人の選好要因」、「資金の

入」、「資金の出」にも着目して調査を行った。（図表 13） 
 

図表 13 消費者アンケート調査の調査項目 
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消費者アンケート調査の分析に先立ち、回答内容の異常性・矛盾性、回答時間などを加味し

て、アンケート回答者の除外を行った。（図表 14） 
 

図表 14 データクレンジング条件 

 
 
<結果> 

(1) 認知度の低さ 
キャッシュレス決済という単語について、全体の約 6 割が未認知 
「キャッシュレス決済」の意味を説明できない人は 39.4%となった。また、各種キャッシュ

レスツールについても意味や使い方も含めて認知度を上げていく余地が十分ある。（図表 15） 
 

図表 15 「キャッシュレス決済」の認知度 
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若年層は約 7～8 割がキャッシュレス決済の意味を説明できない 

「キャッシュレス決済」の意味を説明できない人は若年層ほど多く、10 代では 78.3%、20
代では 69.7%が意味を説明できない。（図表 16） 

 

図表 16 「キャッシュレス決済」の認知度（年代別） 

 

 

(2) 魅力があれば利用 
魅力があれば利用する層が約 17% 

キャッシュレス利用実態および利用意向によって消費者分類を行った。利用実態として、1

ヶ月の生活費に占めるキャッシュレスツール利用金額を元に、「利用者（キャッシュレスツー

ル利用金額＞0 円）」と「未利用者（キャッシュレスツール利用金額=0）」に二分した。キャッ

シュレスツール利用者については、利用度合いに応じて「低利用層」、「中間層」、「高利用層」

のそれぞれの人数が 3 等分になるよう閾値を設定した。キャッシュレス未利用者については、

「どのような便益、機能、サービスがあればキャッシュレスツールを利用したくなるか」とい

う設問から、どのような便益、機能、サービスがあっても利用しないと答えた人を「現金志向

層」、それ以外を「魅力があれば利用する層」とした。 

結果として、現状でキャッシュレスツールを利用していないが、魅力があれば利用したいと

考えている層が全体の 16.6%存在することがわかった。（図表 17） 
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図表 17 キャッシュレス利用実態・意向による消費者分類 

 

 

若年層は約 1/3～1/2 が「魅力があれば利用する層」 

魅力があれば利用する層は、10 代の 52.4%、20 代の 32.4%を占める。この事実から、若年層

はキャッシュレス化を推進する余地が大きいと考えられる。（図表 18） 

また、魅力があれば利用する層は、キャッシュレスツール保有率も他の層と比較して最も低

かった。（図表 19） 

図表 18 キャッシュレス利用実態・意向による消費者分類（年代分布） 
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図表 19 キャッシュレス利用実態・意向による消費者分類（キャッシュレスツール保有率） 

 

 

図表 20 魅力があれば利用する層のクレジットカード利用意向と、求める魅力 20 
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図表 21 魅力があれば利用する層のデビットカード利用意向と、求める魅力 21 

 

図表 22 魅力があれば利用する層のカード型電子マネー（プリペイド）利用意向と、求める魅力 
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図表 23 魅力があれば利用する層の決済アプリ（非接触型）利用意向と、求める魅力 

 

 

図表 24 魅力があれば利用する層の決済アプリ（コード読み取り型）利用意向と、求める魅力 
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支払いで重視する心理要因は 6 つ 
「キャッシュレスツールの保有検討時の重視点（=14 問）」、「会計時の重視点（=8 問）」につ

いて、「まったく重要でない、重要でない、どちらでもない、重要である、とても重要であ

る」という選択肢を設け、因子分析 1を行った。その結果、「安心・安全面」、「管理面」、「汎用

性面」、「便益面」、「利便性面」、「体裁面」という 6 つとなった。（図表 22） 

図表 225 キャッシュレスツール保有時・会計時の重視点の因子分析 

 

保有しない理由は様々 

キャッシュレスツールを保有していない人の「キャッシュレスツールを保有しない理由」に

ついて、「保有するきっかけがなかった」という理由が多かった一方、その他の理由について

はばらつきがあった。（図表） 

 

                                                   
1 因子軸の回転には、代表的な斜交回転方法であるプロマックス (promax) 回転を使用。因子得

点の算出には、回帰方法 (regression)を使用。 
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図表 26 キャッシュレスツールを保有しない理由 

 

 

利用しない理由も様々 

各キャッシュレスツールについて、未利用者（利用金額=0）の「各キャッシュレスツールを

利用しない理由」については、保有しない理由と同様、「きっかけがなかった」が多かった一方、

その他の理由については、ばらつきがあった。（図表） 

 

図表 27 キャッシュレスツールを利用しない理由 

 

 

(3) 便益面による影響 
利用開始のきっかけの約 3～5 割はお得さが影響 
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「キャッシュレスツールの利用を開始した理由」を見ると、きっかけとして、「お得さ」に

よる影響が大きいことがわかる。（図表） 

 

図表 28 キャッシュレスツールの利用開始のきっかけ 

 

 

(4) 支払方法の選択基準が定着 
全体の 74.5%が支払方法の選択基準を有しており、特に「場所の制約」、「支払金額の制約」で

選択する基準として高かった。（図表 9） 
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図表 29 支払方法を選択する基準 
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場所による制約 
キャッシュレスツールを保有している人に対して、キャッシュレスツールが使えなくて困っ

た場所を聞いたところ、キャッシュレスツールによって違いはあるものの、さまざまな場所で

使えない経験をしている様子がうかがえた。（図表 3023） 

図表 3023 キャッシュレスツールが使えなくて困った場所 

 
 

支払金額による制約 

人によって支払金額に応じてキャッシュレスツールを利用するか否かの判断基準が異なる。

例えば、クレジットカードでは全体の 34.0%が一定額以上であればクレジットカードで支払う

と答えており、キャッシュレス高利用層ほど支払金額の基準が低くなる傾向があった。（図表

3124） 
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図表 3124 クレジットカードの支払基準 

 

(5) 経験価値の実感 
キャッシュレスツールによって利用する理由に違いはあるものの、利用者はキャッシュレス

ツールを使う良さをさまざまな観点から実感している。（図表 3225） 

 

図表 3225 キャッシュレスツールを利用する理由 

 

 

(6) 現金の手間を軽減 
所得（給与所得、公的年金）を口座振込・現金で受け取っている人がほとんどで、収支を通
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帳で管理したり、そもそも管理自体を行っていない人が多数を占める。（図表 3326） 

一方で、キャッシュレス利用者の約 3 割が現金を持ち歩く煩わしさや銀行・ATM に行く手間

（引き出し、振り込み、送金、等）が省けたと実感している。（図表 3427） 

 

図表 3326 所得の受け取り方および収支管理方法 
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図表 3427 キャッシュレスツールを保有している理由 
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3.2 キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響調査 

「キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響調査」では、消費者アンケート調査

の回答者を対象にリクルーティングを実施し、調査期間中にキャッシュレスツールの利用を促

した群（行動介入有）と Before 調査と After 調査の実施時期の違いによる影響を見るためのコ

ントロール群（行動介入無）の行動変化について取りまとめた（図表 3428）。 
 

図表 3428 キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響調査の概要 
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調査の対象者として、「行動介入有の群」は 5 種類のキャッシュレスツール（クレジットカー

ド、デビットカード、カード型電子マネー（プリペイド）、決済アプリ（非接触）、決済アプリ

（コード読み取り型））のいずれかについて保有していない、もしくは保有しているがほとんど

利用していない人を選定し、「行動介入無の群」はランダムサンプリングを行った。（図表 29） 
 

図表 295 対象者選定 

  
「行動介入有の群」において発行および利用をお願いしたキャッシュレスツール（クレジットカー

ド、デビットカード、カード型電子マネー（プリペイド）、決済アプリ（非接触型）、決済アプリ（コ

ード読み取り型））の内訳は下記の通りである。 

図表 306 発行および利用をお願いしたキャッシュレスツールの内訳 

 



  

28 
 

本調査では、調査項目として日次で購入時間帯、費目、支払い場所、購入金額、支払い手段

について質問し、更に行動介入有のモニターについては、指定したキャッシュレスツールの利

用有無、使えなくて困った場所、良かったこと・不便に感じたことについての回答を得た。（図

表 31） 
 

図表 317 キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響調査の調査項目 

 

 
キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響の分析に先立って、図表 33 の条件で

データクレンジングを行い、最終的なサンプル数は 240 人から 185 人となった。（図表 32） 
 

図表 328 データクレンジング条件 
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<結果①：キャッシュレスツールの活用に向けた障害要因> 

(1) 便益面の影響 
金銭的インセンティブ提供を条件に、本調査への参加意向を示した人は全体の 22.2%に及ん

だ。（図表 33） 
 

図表 339 調査への参加同意者の割合 

 

(2) 支払金額の定着 
行動介入の結果、「行動介入有の群」において調査期間中の購買金額に占めるキャッシュレ

スツールの割合は 18.6%増加したが、38.4%は依然として現金が利用されていた。（図表

4034） 
 

図表 4034 調査期間中の購買金額の構成比 

 



  

30 
 

  



  

31 
 

場所による制約 

「行動介入有の群」に対して、行動介入後の調査（After 調査）において、日次でキャッシュ

レスツールが使えなかった場所に関するアンケートを行った。その結果、東京 23 区＆地方政令

指定都市では、スーパー、チェーン系飲食店、非チェーン系飲食店が多かったが、東京 23 区＆

地方政令指定都市以外の地域では、ドラッグストアや歯科医院・クリニックが上位に登場した。

（図表 4135） 

図表 4135 キャッシュレスツールが使えなかった場所 ※総登場回数 
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また、「行動介入有の群」には、利用をお願いしたキャッシュレスツールが使えなかった場合、

当該キャッシュレスツールが使えなかった場所と代替手段として利用した支払手段を記録して

もらった。その結果、スーパーマーケットやコンビニエンスストアなど、日常的に買い物をす

る場所がキャッシュレスツールで挙がったが、その他、クレジットカードは駅、デビットカー

ドはチェーン系飲食店が使えなかった場所として上位となった。決済アプリ（非接触）・決済ア

プリ（コード読み取り型）ではチェーン系飲食店が使えない場所として上位であった。（図表

4236） 

 

図表 4236 キャッシュレスツールが使えなかった場所 
※利用をお願いしたツールが使えなかった場所の総登場回数 
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更に、利用をお願いしたキャッシュレスツール（クレジットカードを除く）が使えなかった

場合の代替手段として、現金もしくはクレジットカードに流れることがわかった。（図表 4337） 

 

図表 4337 キャッシュレスツールが使えなかった場合の代替手段 ※円/日・人 

 
 

支払金額による制約 

行動介入後の調査（After 調査）において、「行動介入有の群」が、キャッシュレスツールを

どの価格帯で利用したか調べた。結果として、クレジットカードは高価格帯、カード型電子マ
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ネー（プリペイド）、決済アプリ（いずれも）は低価格帯という傾向が見られた。（図表 38） 

 

図表 384 キャッシュレスツール別の利用価格帯 ※総登場回数 

 
 

【参考】 キャッシュレスツールが使える状況で、使わないことも 

キャッシュレスツールが使える場所で使わない理由について、日次で聞いた「キャッシュレ

スツールを使って良かったこと、不便に感じたこと」の自由記述から洗い出した。結果として、

使える状況で使わない要因に挙がったのは、事業者による現金払いへの誘導、支払金額の基準

によるもの、他人への配慮、イメージの問題であった。（図表 39） 
 

図表 39 キャッシュレスツールを使える状況で使わない理由 
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(3) 経験価値の実感 
全体の約 25%が利用する前より簡単と感じた 
すべての調査終了後に、「行動介入有の群」に対してキャッシュレスツールに対する意識の

変化を聞いた。結果として、全体の 25.0%が、キャッシュレスツール利用前の「難しいと思っ

ていた/特に何も思わなかった」から、キャッシュレスツール利用後に「簡単に感じた」へと

意識が変わった。（図表 40） 
 

図表 405 キャッシュレスツールの利用前と利用後の変化 
※調査終了後のアンケート 

 
 

全体の約 25%が利用する前より簡単と感じた 
「行動介入有の群」で、After 調査を半分経過した時点で、Before のキャッシュレス利用率

を下回った人に対して、メールおよび利用方法の手引きを送付したところ、キャッシュレス利

用率が 1.48 倍になった。（図表 41、図表 42） 
 

図表 416 フォロー対象者の選定 
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図表 427 フォロー対象者へのフォロー内容と実際の効果 

 
 

今後もキャッシュレスツールを活用したい人が約 9 割 
すべての調査終了後に、今後のキャッシュレスツールの利用意向をたずねた。結果として、

これまでキャッシュレスツールを保有していないもしくは利用していなかった人のうち、

92.8%が今後もキャッシュレスツールを利用したいと回答した。（図表 44） 
 

図表 438 キャッシュレスツールの今後の利用意向 
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【参考】 今後も活用したい理由 
これまでキャッシュレスツールを保有していないもしくは利用していなかった人のうちでネ

ガティブな意見もある一方で、ポジティブ意見も多数挙げられている。（図表 44） 

図表 449 今後もキャッシュレスツールを活用したい理由 

 
 
【参考】 キャッシュレスツール活用で消費行動および意識が変化 

「キャッシュレスツールを使って良かったこと、不便に感じたこと」に関するフリーアンサー

を時系列でみると、キャッシュレスツールの活用に伴って消費行動や意識が変化している様子

がうかがえる。（図表 504550） 
 

図表 5045 キャッシュレスツール活用による消費行動および意識変化 
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<結果②：キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響> 
キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響について、①～⑥の検証を行った。（図

表 5146） 

図表 5146 キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響の分析フレームワーク 

 
 

 
検証①：行動介入有/行動介入無における 1 日あたりの購買金額の差 
「行動介入有の群」と「行動介入無の群」で、Before と After の 1 日あたりの購買金額の

差分で有意差は見られなかった。（図表 5247） 
一方で、購買金額の構成比では、「行動介入有の群」において、キャッシュレスツール利用

率が 18.6%増加した。（図表 48） 
 

図表 5247  1 日あたりの購買金額（円/日・人） ※全体 
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図表 483 購買金額の構成比 

 
 

検証②～⑥：購買金額増/購買金額増の差 
「行動介入無の群」の Before と After の 1 日あたりの購買金額の増減率（▲2.6%）を基準

として、「行動介入有の群」を 1 日あたりの購買金額が「増えた群」と「減った群」に 2 分し

た。（図表 49） 
 

図表 494 1 日あたりの購買金額増/減の定義 
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検証②：支払金額（円/回）・支払回数（円/日・人）の差異 
「購買金額増の群」は支払金額（円/回）が増えた一方、「購買金額減の群」は支払金額（円

/回）、支払回数（回/日・人）ともに減少した。また、「購買金額減の群」の支払回数(回/日・

人）以外は全て「行動介入無の群」の増減と比較して有意差が見られた。（図表） 
 

図表 55 支払金額（円/回）・支払回数（回/日・人） 

 
 

検証③：利用をお願いしたキャッシュレスツールの差異 
「購買金額増の群」と「購買金額減の群」を比較したとき、「購買金額増の群」はクレジット

カードの利用を指定した人の割合が相対的に高く、「購買金額減の群」はカード型電子マネー（プ

リペイド）の利用をお願いした人の割合が高かった。（図表） 
 

図表 56 利用をお願いしたキャッシュレスツールの構成比 
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検証③‘：利用をお願いしたキャッシュレスツールによる影響 
利用をお願いしたキャッシュレスツール別にどのような消費行動の変化があったか確認した

ところ、クレジットカード、決済アプリ(非接触)、決済アプリ（コード型）の利用をお願いした

人は支払金額（円/回）が上がった。（図表 57） 

図表 57 利用をお願いしたキャッシュレスツール別の消費行動の変化 

 
 

検証④：購買費目の差異 
購買費目別の 1 日あたりの購買金額の増減は、「購買金額増の群」で奢侈品の購買金額が上が

る傾向となり、「購買金額減の群」で生活必需品の購買金額が下がる傾向となった。（図表） 
 

図表 58 購買費目別の 1 日あたりの購買金額（円/人）の増減 
※After 調査の 1 日あたりの購買金額-Before 調査の 1 日あたりの購買金額
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検証⑤：支払場所の差異 
「購買金額増の群」と「購買金額減の群」の支払場所別の 1 日あたりの購買金額は、増加し

た支払場所・減少した支払場所について逆の傾向を示した。（図表） 

図表 59 支払場所別の 1 日あたりの購買金額（円/人）の増減 
※After 調査の 1 日あたりの購買金額-Before 調査の 1 日あたりの購買金額 

 
 

検証⑤‘：居住地による影響 
居住地別（東京 23 区＆地方政令指定都市/それ以外）の消費行動の変化を見ると、「行動介入

無の群」の増減と比較して有意差があったものはなかった。（図表 6050） 

図表 6050 居住地別の消費行動の変化 
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検証⑥：パーソナリティの差異 
「購買金額増の群」は好奇心や自信過剰傾向が強く、自制心があまりない傾向があり、「購買

金額減の群」は損失を避け、即時報酬に飛びつかず合理的な判断をする。（図表） 
 

図表 61 パーソナリティの特徴 
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3.3 キャッシュレスツールを利用するにあたって障害になっている要因 

3.3.1 キャッシュレスツール利用の障害要因・利用要因の整理 

「消費者アンケート調査」および「キャッシュレスツールの活用が消費行動に与える影響調

査」から、4 つの阻害要因(A～D)、2 つの利用要因(X～Z)を導出した。（図表 625162） 

図表 6251 キャッシュレスツール利用の障害要因・利用要因の整理 

 

3.3.2 キャッシュレスツール利用の障害要因・利用要因と影響仮説 

各障害要因・利用要因と消費者分類を紐づけたものは以下の通り。（図表 6352） 

図表 6352 各障害要因・利用要因と影響仮説 
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3.4 キャッシュレスツールの利用を促進するための具体的な打開策 

3.4.1 中長期的な政府目標 

中長期的な政府目標として、2025 年までにキャッシュレス決済を 40%に引き上げを目指す

ことを発表した。（図表 6453） 

図表 6453 キャッシュレス利用金額・利用率の推移（2015～2025 年） 

 

3.4.2 キャッシュレス利用を促進するための具体的な打開策 

目標達成に向けて、7 つの打開策を提案させていただく。（図表 54） 
 

図表 545 キャッシュレス利用の障害要因・利用要因の影響仮説を踏まえた打開策の提案 
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① インセンティブ/ディスインセンティブ措置 

(ア) 施策効果シミュレーション（消費者アンケート調査） 

様々な支払いシーンでどの支払い手段を使うかを消費者に選択してもらい、「政府の施策が

ある場合」と「政府の施策がない場合」、それぞれのキャッシュレス利用率を計測した。施策な

し条件と施策あり条件との差分を「施策反応率」とした。（図表 55） 
 

図表 556 施策シミュレーション概要 

 
 

「施策ありの設問」の施策パターンは合計で 152 パターンを用意した。当該施策パターンのう

ち、回答者一人あたり 20 パターンをランダムで提示した。（図表 56） 

図表 567 施策パターン 
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(イ) 具体的な打開策 

消費者のキャッシュレスツールの利用に向け、インセンティブ/ディスインセンティブ措置は

一定の成果が出ると予測される。一方で、還元率の設定については費用対効果を踏まえた試算が

必要である。 
 

 

(ウ) 事例紹介 

官/民、国内外でのインセンティブ/ディスインセンティブ措置を類型化したうえで、事例を収

集した。（図表） 
 

図表 68 インセンティブ/ディスインセンティブ措置の類型化 
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図表 69 給付金：定額給付金 

 
（出典）「平成 24 年度 年次経済財政報告」（内閣府）（https://www5.cao.go.jp/j-j/wp/wp-je12/index.html） 

をもとに株式会社 NTT データ経営研究所作成 
 

 

図表 570 ポイント：グリーン家電普及促進対策費補助金 

 
（出典）「会計検査院法第３０条の２の規定に基づく報告書」（会計検査院） 

 （http://report.jbaudit.go.jp/org/h23/ZUIJI10/2011-h23-4700-0.htm） 
をもとに株式会社 NTT データ経営研究所作成 
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図表 581 税制優遇：TIETP（韓国） 

 
（出典）「クレジットカードデータ利用に係る API 連携に関する検討会（キャッシュレス検討会）第 7 回」 

（経済産業省） （http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/mono_info_service.html） 
をもとに株式会社 NTT データ経営研究所作成 

図表 7259 上限金額設定：フランス 

 
（出典）日本経済新聞（2013 年 2 月 20 日付） 
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② 公的機関のキャッシュレス必須化 

(ア) キャッシュレスツールが使えないイメージの場所（消費者アンケート調査） 

消費者アンケートの結果、公的サービスや公共施設はキャッシュレスツールが使えない場所

であるとの回答が上位となった。（図表） 

図表 73 キャッシュレスツールが使えないイメージがある場所 

 

 

(イ) 公共サービスでのキャッシュレスツール利用実態（影響調査） 

調査期間中に「自治体窓口」や「公共施設」を訪れた人は、「使おうとしなかった人」がほと

んどであった。（図表 746074） 
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図表 7460 利用をお願いしたキャッシュレスツールを使おうとしたか 

 

(ウ) 市民インタビュー 

消費者を事実上現金払いに誘導している典型例である、公共サービスへの手数料納付に着目

し、実際に自治体や公的機関を訪れた市民へのインタビューを通じて、キャッシュレス化ニー

ズを吸い上げた。（図表 7561） 
 

図表 7561 市民インタビュー概要 
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 某地方自治体 
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 某公共サービス機関 
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(エ) 具体的な打開策 

公的機関のキャッシュレス必須化では、「汎用性の高いキャッシュレスツール導入」、「非生産

的業務の解消」が肝要となる。 
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③ 環境整備 
 

(ア) キャッシュツールが使えなくて困った場所（消費者アンケート） 

公共交通機関において、クレジットカード、デビットカード、決済アプリ（コード読み取り型）

が使えなかった場所として挙がっている。 
 

図表 7662 キャッシュレスツールが使えなかった場所 
※利用をお願いしたキャッシュレスツールが使えなかった場所の総登場回数 

 
 

(イ) キャッシュツールを利用していない理由（消費者アンケート） 

キャッシュレスツールを保有しない理由の中でも、安心・安全面の理由を一つでも挙げる人

は 15％程度存在する。年代が上がるほど、キャッシュレスツールを保有しない理由として安心・

安全面の理由を挙げる人が増える傾向にある。（図表 776377） 
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図表 7763 保有していない理由（安心・安全面の理由） 

 
 

(ウ) 具体的な打開策 

環境整備という観点では、「公共交通機関におけるマルチ決済対応」、「不正利用の対策ガイド

ライン作成」、「災害時におけるキャッシュレスのメリット・デメリットの周知」を打開策とし

て提案したい。 
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(エ) 事例紹介 

図表 7864 海外の公共交通機関のキャッシュレス対応 

 
 

図表 79 情報の不正利用防止対策に関する検討会 

 
（出典）日本経済新聞（2018 年 12 月 17 日付）、キャッシュレス推進協議会ニュースリリースをもとに 

株式会社 NTT データ経営研究所作成 
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図表 80 情報の不正利用防止対策に関する検討会 

 
（出典）「東日本大震災と日本銀行の対応」（日本銀行）

（https://www.boj.or.jp/announcements/release_2016/data/rel160311a.pdf） 

をもとに株式会社 NTT データ経営研究所作成 

（出典）「阪神・淡路大震災の記録」（日本銀行） 

 （https://www3.boj.or.jp/kobe/shinsai/sinsai.html） 

をもとに株式会社 NTT データ経営研究所作成 
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④ 給与所得の電子マネー受け取り 

 

(ア) 給与所得の電子マネーでの受取意向（消費者アンケート） 

給与所得を電子マネーで受け取っても良いと答えた人（「受け取っても良い」と「一部なら受

け取っても良い」の合計）は約 3 分の 1 に達した。 
 

図表 81 給与所得の電子マネーでの受取意向 

 
 

内閣府 国家戦略特別区域諮問会議において、これまで現金での直接支払いや銀行口座への

振り込み等に限られていた賃金支払いについて、資金移動業者の口座への支払いも解禁するこ

とが検討されている。（図表） 
 

図表 82 デジタルマネーによる賃金支払い 

 
 

出典：「第３７回 国家戦略特別区域諮問会議」（内閣府） 

（https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/dai37/shiryou3_2.pdf） 
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(イ) 具体的な打開策 

電子マネーによる給与支払いを解禁することで、オンライン決済や送金を容易にするといっ

たメリットが生まれる。 
 

 
 

(ウ) 事例紹介 

 

図表 83 プリペイドカードによる給与支払い（米国）  
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⑤ ナッジを活用した新たな意識・習慣の醸成 

 

(ア) 支払いに関する心理要因による消費者セグメント分類（消費者アンケート調査） 

「キャッシュレスツールの保有検討時の重視点（=14 問）」、「会計時の重視点（=8 問）」につ

いて、因子分析を行った。その結果、「安心・安全面」、「管理面」、「汎用性面」、「便益面」、「利

便性面」、「体裁面」という 6 つの因子を導出し、消費者それぞれの 6 つの因子得点を元に、ク

ラスタリング手法を用いて消費者をセグメント分類した。（図表、図表、図表、図表） 

図表 84 利用が多いキャッシュレスツールによる消費者タイプ分類 
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図表 93 利用が多いキャッシュレスツールによるタイプ 

 

図表 94 利用が多いキャッシュレスツールによるタイプ別の属性・利用率 
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図表 95 利用が多いキャッシュレスツールによるタイプ別のパーソナリティ 

 
 

(イ) 具体的な打開策 

支払いに対する心理要因は人それぞれである中で、消費者の行動を誘導する政策手法として、

「ナッジ」の活用を提案させていただく。 
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(ウ) 具体的な打開策 

図表 96 国民年金への加入を促すナッジ 

 
出典：「新しい社会保障改革に関する勉強会中間とりまとめ」（経済産業省） 

 

図表 65 乳がん検診のタイプ別受診勧奨 

 
出典：「医療現場の行動経済学」（大竹文雄、平井啓）をもとに株式会社 NTT データ経営研究所作成 
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